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　行財政の運営、地域振興の推進、スポーツの振興、県南部地域の活性化、デジ
タル社会の形成などについて、審査・調査します。

　生活文化行政の推進、環境保全の推進、廃棄物対策、農林水産業の振興などに
ついて、審査・調査します。

　危機管理・防災対策の推進、公共土木施設の整備・維持管理、都市計画・住宅・
その他土木行政の推進、公営企業（病院事業を除く）の運営などについて、審査・
調査します。

　県政の総合企画調整、雇用対策、エネルギー政策、産業振興（農林水産業を除く）、
国際交流、観光の振興、会計管理、監査その他行政運営の適正確保などについて、
審査・調査します。

　医療・介護行政の推進、保健衛生行政の推進、子ども・青少年の育成、社会福祉・
社会保障の推進、病院事業の運営などについて、審査・調査します。

　学校教育の充実、社会教育・文化財保護行政の推進、警察の組織・運営などに
ついて、審査・調査します。

総務地域連携デジタル社会推進常任委員会

環境生活農林水産常任委員会

防災県土整備企業常任委員会

戦略企画雇用経済常任委員会

医療保健子ども福祉病院常任委員会

教育警察常任委員会
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県議会の新しい体制が決まりました （令和４年５月 19 日現在）

行政部門別常任委員会 ◎＝委員長、○＝副委員長

　この度、私どもは、歴史ある三重県議会の第 112 代議長、第 116
代副議長に就任いたしました。
　県民の皆さまの期待と信頼にお応えできるよう、議会としての使命
と責務を十分に自覚し、三重県議会基本条例のもと、不断の議会改革
による三重県議会のさらなる活性化、開かれた議会運営に向けて邁進
してまいりたいと考えています。
　新型コロナウイルス感染症が未だ収束しないなか、ロシアによるウ
クライナ侵攻が原油や物価の高騰に拍車をかけており、コロナ禍で厳
しい環境におかれた県民の皆さまや事業者の皆さまへの緊急かつ機動
的な支援が求められています。
　これらの課題に対応するため、通年議会である三重県議会の強みを
生かし、新型コロナウイルス感染症に関する予算等を迅速に審議する
など全力で対応するとともに、二元代表制の一翼を担う議会として、
県民の皆さまの負託に応えるべく、引き続き住民本位の政策決定や監
視、評価、政策立案等に取り組んでまいります。

　あわせて、議会運営のデジタル化について、タブレット型端末の本
会議等での使用や、委員会におけるオンラインの県内外調査、オンラ
インによる参考人招致を可能とするなど、さまざまな取り組みを進め
ているところであり、議会運営のさらなる活性化や効率化を図ってま
いります。
　また、議会の広聴広報といたしましては、県民の皆さまに分かりや
すく、参加しやすい開かれた議会運営を推進するため、「みえ県議会だ
より」をはじめ、三重県議会 Facebook ページなどのさまざまな媒体
を活用し、議会活動の積極的な情報発信を行っていきます。
　加えて、県民の皆さまから直接ご意見をいただき、議会での議論に
反映していくため、「みえ現場ｄｅ県議会」や、「みえ高校生県議会」
を実施し、広聴広報の一層の強化を図っていく所存です。
　県民の皆さまにおかれましては、引き続き三重県議会にご支援とご
協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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三重県議会詳細は  h t t p s : / / w w w . p r e f . m i e . l g . j p / K E N G I K A I / をご 覧ください 。

次回の発行は、令和４年（2022年）8月１日（月）です。
（新聞折り込みは、8月7日（日）に行います。）みえ県議会だよりは、年7回（4、5、7、8、10、12、2月の各月1日）発行します。
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日　
各
常
任
委
員
会

　
　
　
　

�

所
管
事
項
概
要
の
調
査
、
年
間
活
動
計
画

の
作
成

31
日　

�

花
や
木
で
健
や
か
な
三
重
を
つ
く
る
条
例
策

定
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
年
間
活
動
計
画
に
つ
い
て　
他

※�

こ
の
他
に
も
、
議
会
運
営
委
員
会
、
代
表
者
会
議
、

全
員
協
議
会
、
広
聴
広
報
会
議
、
委
員
長
会
議
、

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

※�

本
会
議
等
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
録
画
配
信

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

審
議
結
果

 

５
月
会
議

　
役
員
選
出
を
行
い
、
議
長
に
前
野
和
美
議
員
、
副
議
長

に
藤
田
宜
三
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会

の
委
員
・
正
副
委
員
長
な
ど
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

 

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

〇�

差
別
を
解
消
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
三
重
を
つ
く
る

条
例
案

  

可
決
し
た
議
案

人
事
案
件
（
同
意
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
得
る
に
つ
い
て

※�

議
案
の
概
要
、
議
員
別
の
賛
否
等
の
状
況
な
ど
は
、

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
本
会
議
」
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（
５
月
19
日
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

花
や
木
で
健
や
か
な
三
重
を
つ
く
る

条
例
策
定
調
査
特
別
委
員
会

県
議
会
議
員
の
政
務
活
動
費
お
よ
び

資
産
等
の
公
開

　
会
派
間
の
意
見
の
調
整
や
議
会
の
行
事

に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

議　
　
長	

前
野
　
和
美
　

副　
議　
長	

藤
田
　
宜
三

新
政
み
え	

津
村
　
　
衛
　
　
舟
橋
　
裕
幸

	

三
谷
　
哲
央

自
由
民
主
党	

石
田
　
成
生
　
　
小
林
　
正
人

	

中
森
　
博
文

草そ
う　

莽も
う	

長
田
　
隆
尚

議
会
運
営
委
員
長

	

村
林
　
　
聡

代
表
者
会
議

　
県
議
会
に
お
け
る
効
果
的
な
広
聴
広
報

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
し
ま

す
。

座　
　
長	

藤
田
　
宜
三
　

委　
　
員	

川
口
　
　
円
　
　
石
垣
　
智
矢

	

小
林
　
貴
虎
　
　
山
崎
　
　
博

	

山
本
　
里
香
　
　
濱
井
　
初
男

	
津
村
　
　
衛
　
　
谷
川
　
孝
栄

	
日
沖
　
正
信

広
聴
広
報
会
議

　

全
議
員
が
参
加
し
地
方
分
権
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
県
議
会
の
在
り
方
を
調
査

し
、
改
革
を
目
指
す
他
の
県
議
会
と
の
相

互
交
流
を
図
り
ま
す
。

会　
　
長	

三
谷
　
哲
央
　

副　
会　
長	

森
野
　
真
治
　
　
服
部
　
富
男

幹　
事　
長	

中
森
　
博
文

幹　
　
事	

藤
根
　
正
典
　
　
小
島
　
智
子

	

稲
森
　
稔
尚
　
　
石
田
　
成
生

	

村
林
　
　
聡
　
　
今
井
　
智
広

	

舘
　
　
直
人

監　
　
事	

喜
田
　
健
児
　
　
石
垣
　
智
矢

議
会
改
革
推
進
会
議

	

平
畑
　
　
武
　
　
田
中
　
智
也

	

倉
本
　
崇
弘
　
　
石
田
　
成
生

	

中
嶋
　
年
規

四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員

	

廣
　
耕
太
郎
　
　
東
　
　
　
豊

監
査
委
員

「
差
別
を
解
消
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

三
重
を
つ
く
る
条
例
」
を
制
定

ス
マ
ー
ト
議
会
の
在
り
方
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に

関
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
中
心

に
、
議
会
関
係
の
条
例
・
会
議
規
則
等
に

関
す
る
事
項
、
議
長
が
諮
問
し
た
事
項
な

ど
に
つ
い
て
、
審
査
・
調
査
し
ま
す
。

委　
員　
長	

村
林
　
　
聡

副
委
員
長	

藤
根
　
正
典

委　
　
員	

津
村
　
　
衛
　
　
石
田
　
成
生

	

小
林
　
正
人
　
　
長
田
　
隆
尚

	

舟
橋
　
裕
幸
　
　
三
谷
　
哲
央

	

中
森
　
博
文
　
　

議
会
運
営
委
員
会

議員提出条例


